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研究成果の概要（和文）：個別対応の3次元人体形状把握から衣服デザインの適合性に関する研究を行った。1．
成人男女合計約2500名の3次元人体のサイズ・3次元曲面形状・イメージ評価の3方向からのビッグデータ（2500
×3×評価項目約50）を用いて，男女別の体型分類を行い3次元平均モデルを仮想自動生成し，高精度でプライバ
シー保護が可能な体形別モデルを予測した。2．体型別平均モデルにデザイン服を仮想試着し，同じデザインに
よる体型別イメージや適合性の特徴を抽出した。3．衣服の着心地に関しては，実際の服を着用時の動作による
人体表面と衣服のずれに関する検討を行い，仮想におけるモデルでの着装イメージに組み込むための情報を抽出
した。

研究成果の概要（英文）：For the purpose of custom-made garment design, we investmated the 3D-body 
shapes and the fitting garment desighs. 1. Some  mean 3D-body models of the Japanes male and female 
were extracted using the big data from the 3D-body size, 3D-bodycurved surface shapes, and 3D-body 
images of approximately 2,500 males and females (2500 × 3 × evaluation item about 50). The 
virtually automatically generated 3D-body model was  predicted as a human body model that is created
 with high precision and protects privacy. 2. Using the virtual image of the design garments worn by
 the standard mean model of each 3D-body shape, the features of the design garments suitable for 
each 3D-body shape were extracted. 3. Regarding the comfort of clothes, we experimented the 
displacement of the 3D-body surface shapes and the garments due to the movement when actually 
wearing garments, and extracted the information to be incorporated into the wearing image of the 
virtual model.

研究分野： 3次元被服設計とデザインイメージ評価

キーワード： ３次元人体形状　3次元試着シミュレーション 　３次元動作による着心地　 衣服デザインイメージ　多
量データ分析

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今後のネット等を利用した3次元オーダーメイドを実現するための日本人成人男女の多大なるデータを構築し，
体型別の平均的モデル形状を精度よく自動生成できたことは，プライバシー保護も含めて利用価値のある成果と
考えられる。さらに，体型別の仮想平均モデルに約100着以上のデザインした服を仮想的に着用可能とし，ネッ
トを利用したアンケートによる大別デザイン評価を実現できたことは，同じデザイン服での体型別の情報が得ら
れ，今後の仮想3次元試着システムへとつながり，社会的にも利用される衣服販売・購入を支援するものであ
る。同時に仮想では求めにくい着用感について，実際の着用時の動作実験も加えて，着心地情報を付加した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

個別対応のアパレル生産と販売が始まり，多数のデザインが提供され消費者の体形をサポー
トするための選択情報が提供されている。ただし，アドバイザーの経験的蓄積された情報であ
る場合が多い。適したアドバイスとは思われるが，再現性のある数値的背景が明確でないた
め，容易に予測ができる支援制度が構築されているとは言えない。とくにネットなどを利用し
衣服販売・購入することが多くなることが予想される。技術的にも実際の購入者の 3 次元人体
形状に仮想的にでも試着して，購入者が確認し，一方販売側も無駄のない生産と販売できるシ
ステムが必須となる。衣服を生産し販売する側にも，購入側にもやさしく心身共に満足できる
未来型の衣服設計を提案したいと思い，個人対応の体型に適し且つ体型をアピールしカバーす
るためのデザインイメージに関する多量の情報と現実の衣服の着心地に関する情報を構築し，
それらの情報を融合した情報の予測ができるシステム開発を提案した。 

２．研究の目的 

研究Ⅰでは，①購入者の 3 次元体形を正確に把握し且つプライバシー保護も可能な体型別平均
モデル人体モデルを自動生成することで予測し，ネット上でも容易に利用できるシステムでの
利用を可能とする，②体型別平均モデルに多数のデザイン服を仮想試着できるようにして，同じ
デザイン服による体型別平均モデルでの試着デザイン服のイメージなどについて評価可能とす
る。①②の体型別に適合した服の特徴を抽出し，体型とデザインを融合した情報分類による予測
を試みる。研究Ⅱでは，心身満足のためには必須の実際の服での着心地が重要であることから，
①3 次元人体着衣時の歩行の動作と衣服気候内の熱水分をダイレクトに移動させる衣服換気に
関して，②ブラウスを用いた動作時の着衣姿勢時の着装評価を検証する。なお計画では高齢者を
対象予定であったが，COVID-19 感染により高齢者対象の実験は極めて難しい状況となった。そ
のため，高齢者疑似体験装具を用いた実験をすることで，高齢者の着心地についての成果も得ら
れる工夫も行った。 

３．研究の方法 

3-1 人体形状のサイズと角度による曲率を用いた人体曲面形状の把握 成人男女約 2500 人
の人体寸法と角度による 3 種類の曲率（点集中のガウスの曲率 Kc，点集中のガウスの曲率 kc，
点集中のガウスの曲率 Hc）の物理的人体データを抽出した。（Fig. 1 参照）  

 3-2 3 次元人体形状の感性的イメージ評価 成人男女約 2500 人の 3 次元体形イメージを，全
体イメージ 6 項目と部分イメージ 19 項目の合計 25 項目の用語の 5 段階評価により行った。評
価は，個別体型評価を考慮して研究関係者に限定した。３次元モデルをディスプレイ（横幅 57.45

㎝前後×縦幅 32.36 ㎝前後）に表示して，前面・左右側面・背面を回転して評価した。なお倫理
的配慮として，匿名性を保持し，研究目的以外にデータを使用しないことを調査の初めに説明し，
理解を得たうえで実施した。  

3-3 成人男女の 3 次元体表面曲率，人体サイズ，及び 3-2 の人体形状のイメージ評価による
平均人の生成  

3-1 の３次元人体のうち，成人女子は 1206 名（平均 45.08歳，SD 17.10歳），成人男子は 1125

名（平均 45.08歳，SD 17.10歳）の①角度による 3 次元体表面曲率，②サイズ，③3-2 の体形
イメージ評価の多量のデータを用いて，主成分得点によるクラスタ分析を行い，体型分類を行っ
た｡クラスタ分類されたグループごとに分かれたタイプごとの３次元人体の人数別に平均人モデ
ルを，球面調和関数を用いて波数展開し，その波数表現によって形状を一般的に表す方法を用い
て自動生成した。なお本研究方法とシステムの作成に関しては，JST AーSTEP の支援で開発し
ていた元オンワード樫山（株）山本幸生氏との共同で開発したものである。 

3-4 平均人モデルの仮想試着による体型と服のデザインの適合性及びデザインイメージ評価 

3-3 で生成した体型別平均人モデルののうち，成人女子は 5 タイプの平均人モデルに 100 種類
のデザインを仮想試着して，20 歳から 69 歳の成人女子 計 5887 名（平均年齢 45.03 歳，SD 

14.05 歳）にサイトでのインターネット調査を行った（2018 年 12 月）。成人男子は 10 タイプ
の平均人モデルに 10 種類のデザインを仮想試着して，20 歳から 69 歳の成人女子 計 669 名
（平均年齢 43.24歳，SD14.26歳），成人男性 608名（平均年齢 44.78歳，SD14.14歳）の合
計 1277 名（平均年齢 43.97 歳，SD 14.22 歳）にサイトでのインターネット調査を行った
（2019 年 12 月）。仮想試着には，試着シミュレーションソフト（凸版印刷製バーチャルフッテ
ィング）を使用した。 

3-5 研究Ⅱでの高齢者模擬歩行による 3 次元動作解析と衣服換気量に及ぼす影響要因の抽出 
1）歩行時の 3 次元動作解析： 被験者は若年者 6 名（年齢 19.5±0.5 歳，身長 156.2±9.0cm，体

重 49.3±3.5kg）である。スポーツブラとスウェットジャージを着用した被験者の背，左肩峰，左
肘，左手首の 4 か所に LED マーカー（縦 2.1mm 横 2.5mm 高さ 6mm，6.8g）を貼付し，若年者
歩行と高齢者模擬歩行を各 10～15 分間連続して行って 3 次元動作解析を実施した。高齢者模擬
歩行は，若年者が高齢者疑似体験装具を用いて訓練を行った後実施した。2）衣服のゆとりが衣
服換気量に及ぼす影響について： 1）の各被験者の背，胸，両脇腹，両上腕に衣服換気量測定
用カプセル・チューブシステムを体表面に衣服間隙に影響しないよう固定した。ブラウスとタイ
トスカートを実験服として，①被験者のサイズ適合服（9 号・11 号サイズ）と②被験者のゆとり
服（①と同製品でアームホールから裾までを 10cm 大きくした服）を設定した。①と②のブラウ
スを着用して軽風（2m/sec）向い風下のトレッドミルで若年者歩行と高齢者歩行を行い，歩行中
の衣服換気量をトレーサーガスに酸素を用いて測定した。カプセル底部に 150ml/min でトレーサ
ーガスを送入して衣服内に拡散させ，カプセル上部より送入と同じ流量で衣服内の空気を採取



した。衣服換気量は，衣服換気量（L/min）= { ( Cin – Cout ) / ( Cout – Cair ) } x 循環流量（Cin：
送入される酸素濃度，Cout：採取される酸素濃度，Cair：外気（大気）の酸素濃度））で算出した。
背，胸，両脇腹の合計を上半身躯幹部衣服換気量，両上腕の合計を上肢部衣服換気量として，若
年者歩行と高齢者模擬歩行の衣服条件間（フィット・ゆとり）の差を分析した。 

3-6 研究Ⅱでの心身満足を目指したオフィス用ブラウス設計のための着装評価 
  1) 被験者は女子大学生 4 名。最も汎用的オフィス用ブラウス 1 種
（長袖，シャツカラー）を選定（サイズ 9 号，11 号）し，①オリジ
ナルブラウスとオリジナルの上腕部にゆとりを加味した形状の②リ
フォームブラウス（Fig. 5）に関して，5 種の動作姿勢の 11 ヶ所（胸
囲，袖丈，首周りなど）の着心地に関して 5 段階評価を実施した。 

４．研究成果 

4-1 研究Ⅰでの人体形状のサイズと角度による曲率を用いた人体
曲面形状の把握  

成人男女別々の約 2500 人の人体寸法と角度による Kc，kc，Hcの
曲率を用いて物理的人体データを把握し，成人男子は 14 体型，女子は 9 体型に分類できた。角
度による多数の人体体表面の曲率による体型分類は，他の研究でもほとんど見当たらず，日本人
の体型把握としては貴重な成果が得られた。成人女子の成果の一部を Fig. 1 に示す。 

4-2 研究Ⅰでの 3 次元人体形状の感性的イメージ評価   

成人女子では，主成分分析を行った結果（固有値 1 以上，累積寄与率 67.10％の）4 つの主成
分 PC１～PC4 が抽出され，PC1（寄与率 43.3％）は「体型の充実度」，PC2（寄与率 11.0％）は
「女性的で理想的な体型」，PC3（寄与率 6.6％）は「男性的体型」，PC4（寄与率 6.2％）は「胴
と脚の長さのバランス」の 4 つの成分が認められた。PCS1～PCS4 を用いてクラスタ分析を行っ
た結果，6 つのクラスタに分類された。成人男子では，主成分分析を行った結果（固有値 1 以上，
累積寄与率 67.10％の）4 つの主成分 PC１～PC4 が抽出され，PC1（寄与率 43.3％）は「体型の
充実度」，PC2（寄与率 11.0％）は「女性的で理想的な体型」，PC3（寄与率 6.6％）は「男性的体
型」，PC4（寄与率 6.2％）は「胴と脚の長さのバランス」の 4 つの成分が認められた。PCS1～
PCS4 を用いてクラスタ分析を行った結果，6 つのクラスタに分類された。  

4-3 研究Ⅰでの成人男女の 3 次元体表面曲率，人体サイズ，人体形状のイメージ評価による平
均人の生成 

成人男女の 3 次元体形情報として，物理的評価(曲率とサイズ)と感性的評価（イメージ評価）
の多量のデータによる分析を行った結果，成人女子は 10 体型，成人男子は 10 体型のクラスタに
分類された。体型別に集約されたクラスタの人数別に，球面調和関数を用いて 3 次元データ（x,y,z）
を 1 次元データ（x）の波数に展開して，3 次元データを同一条件での平均データを求めること
が出来るようにした。3 次元データに関して，3 次元データ（x,y,z）の個々の x,y,z 別に平均値を
求める処理がされている場合が多く，その正確さが問われていた。本研究で，高精度の正確な平
均人モデルが自動生成できるシステムを構築できたことは，とくに成果が認められた。個人とは
異なる仮想の 3 次元モデルを得ることが出来たことは，今後のプライバシー保護も含めたネッ
トによるオーダーメード販売と注文での利用価値は非常に有効と考えられる。成人女子のクラ
スタごとに生成した仮想の平均人モデルの 5 タイプを例として Fig. 2 に示す。同様の方法で成人
男子の場合でもクラスタごとに仮想の平均人モデル 10 体型が生成できた。 

4-4 研究Ⅰでの平均人モデルの仮想試着による体型と服のデザインの適合性及びデザインイ
メージ評価の成果 

3-3 での成果による 3 次元平均人モデルデータを，試着シミュレーションソフトに特別に組み
込むソフトを別に開発した。Fig. 3 に示すような平均人モデルの個々の体型に適合したサイズの
仮想試着できる。これをもとに，成人女子は 5 体型 FBody1～FBody5 の平均人モデルに 100 種類
のデザイン服（5×100）の合計 500 着の服を生成して，20 代～60 代の成人女子による体型への適
合性とそのデザイン服の特徴について検討した（Fig. 3 参照）。また，成人男子は 10 体型 MBody1

～MBody10 の平均人モデルに 10 種類のデザインを仮想試着して，20 代～60 代のと成人男女子
の合計 1277 名での体型への適合性とそのデザイン服の特徴について検討した（Fig. 4 参照）。 

成人女子の体型別デザインイメージ評価の結果，デザイン服 100 着の着用時の体型イメージ
及び服のデザインイメージについての主成分分析を行った結果，どの体型でも PCS1 に全体体型
イメージ，体型と服との適合性，デザインイメージの成分が抽出され，PCS2 以降に長径に関す
る成分が抽出された。主成分得点を用いて FBody1～FBody5 のごとにクラスタ分析を行った結
果，それぞれ 3～4 個のクラスタに分類することができた。その結果から，体型と「似合う服」
の関係を抽出した。FBody1 は標準系体型モデル（身長，脚，腕，腹部などが平均的，かつ肩幅
が小さくなで肩傾向，脚長胴短）で「体型がアピールされ，ひざ下～足首上丈，かつ上半身にボ
リュームが少ないデザイン服」，FBody2 は低身長準肥満系体型（低身長で脚，腕，腹部など全体
的に大きい，サイズのわりに肩幅が広く胴が長いイメージの肥満系体型モデル）で「脚や腹など
が全体的にカバーされ，肩や腕を中心とする上半身にボリュームの少ないデザイン服」，FBody3

は痩身系体型（高身長で全体的に平均的，やや痩身系）で「体型が全体的にアピールされる，上
半身が短いデザイン服」，FBody4 は肥満系体型（平均的身長，サイズ，イメージ評価ともに大き
い，胴長脚短）で「脚や腕，胸や腹部などが全体的にカバーされ，肩にボリュームの少ないデザ
イン服」，FBody5 は高年齢層体型（低身長で脚や腕など細いが，腹部が大きいイメージ，なで肩

①      ② 

Fig. 5  ①オリジナルブラウスと 

②リフォームブラウス 



かつ猫背傾向）で「腹部にカバー力があり，腕や脚はアピールされる，下半身がひざ丈～足首上
丈のデザイン服」であった。FBody1～FBody5 について，タンクトップ，ノースリーブなどの服
は体型をアピールされ，体型イメージがデザインイメージに影響していた。一方，比較的ゆった
りとしたシルエットのデザインについて，FBody1 標準系体型や FBody3 痩身系体型では比較的
評価が悪く，FBody2 や FBody4 肥満系体型や FBody5 の腹部の大きい高年齢層体型では評価が
高かった。体型により「アピール力が強いデザイン」と「カバー力が強いデザイン」による差が
認められた。体型によるデザイン服の適合性の傾向が示唆され，体型とデザイン服の特徴との関
係に関する情報が予測可能ではないかとの示唆を得た。 

詳細には，体型にかかわらず似合う服として「上半身にボリュームが少なく丈が短い，下半身
にカバー力があるデザイン服」の傾向があったが，最も似合う評価が高かったデザイン服は体型
別に異なった。とくに肥満系体型は，標
準，痩身系体型に比べてカジュアル系か
つスタンダード＆レトロ系に評価される
傾向が見られた。 

成人男子の体型別デザインイメージ評
価の結果，MBody1～MBody10 の体型の
特徴に対する似合う服として適合性の
高い服の特徴は以下のようであった。
MBody1 は若年齢の標準体型モデル（脚
や腕の横径，胴や脚の長径は標準的で
あるが，肩幅が広く，高身長，また，腹
部の充実度は低いが，胸部の充実度が
高い，プロポーションが良い）で，シャ
ツとパンツスタイルのカジュアル系の
適合性が高く，やや外出着的なデザイ
ン服の適合性は低い。MBody 2 は最も
高年齢肥満系体型（脚や腕の横径，身長
や脚の長径は標準的であるが，胴が長
く，胸部や腹部の充実度が高い，プロポ
ーションがやや悪い）で，最も適合性が
良いのはカジュアル的ジャケットも含
むカジュアル系の適合性が高く，外出
着的なスーツ及び若年向きのシャツや
セーターの適合性は低い。MBody 3 は
中年齢の標準体型（脚や腕の横径，身
長，脚の長径，胸部の大きさは標準的で
あるが，胴がやや短い，プロポーション
がやや良い）で，最も適合性が高いのは
T シャツ，セーター，カジュアル的ジャ
ケットで，スーツ形式とゆるみのある
ラフなTシャツの適合性は低い。MBody 

4 は若年齢の肥満系体型（腕の横径，胸
部の大きさ，脚の長径は標準的である
が，胴がやや短く，脚が太い，低身長，
かつ，プロポーションがやや悪い）で，
カジュアル系のジャケットとセーター
の適合性は高く，適合性が低いのはス
ーツであった。MBody 5 は高年齢のや
や痩身系体型（身長，脚の長径は標準的
であるが，胴が長く，脚や腕の横径がや
や小さく，胸部の充実度が低い，プロポ
ーションがやや悪い）で，最も適合性が
高いと評価されたのはシャツブラウス
で，適合性が悪いのはポロシャツであ
った。MBody 6 は中年齢の肥満系体型
（身長，胴，脚の長径は標準的である
が，肩幅が広く，脚や腕の横径も大き
く，胸部，腹部ともに充実度が高いが，
特に胸部が充実した，プロポーション
が悪い）で，最も適合性が高いのはスー
ツで，適合性が悪いのはカジュアル系
のシャツやジャケットであった。
MBody 7 は最も若年齢の痩身系体型（胴

Fig. 1 成人女子の曲率による体型分類 

Fig. 2 成人女子の仮想体型別平均モデル生成例 
Cluster 1 Cluster 2

Cluster 3

Fig. 3 成人女子平均人モデ

ルの仮想試着による

イメージ評価分類例 



は短いが，高身長，かつ，脚が長く，脚や腕の横
径が小さく，胸部，腹部の充実度が低い）で，最
も適合性が高いのはスーツで，適合性が悪いのは
カジュアル系シャツであった。MBody 8 は中年齢
の標準体型モデル（脚や腕の横径，胸部の大きさ
は標準的，かつ，低身長で脚は短いが，胴は長い）
で，最も適合性が高いのはスーツで，適合性が悪
いのはシャツブラウスであった。MBody 9 は中年
齢のやや肥満系体型（胴の長径は標準的である
が，低身長，かつ，脚は短く，脚や腕の横径，胸
部の大きさは標準的であるが，腹部の充実度が高
い，プロポーションがやや悪い）で，スーツ以外
の大半のデザイン服の適合性は良かった。MBody 

10 は若年齢の標準体型モデル（脚や腕の横径，胴
の長径，胸部の大きさは標準的であるが，高身長，
かつ，脚が長い，プロポーションがやや良い）で，最も適合性が高いのはスーツで，適合性
が低いのはセーター，シャツブラウス，ゆるみの多い T シャツであった。痩身系と標準形の
体型モデルにおいて，適合性の高低による評価が分散する傾向がみられた。ただしスーツに
関しては特に適合性が高かった。一方，肥満系の体型モデルにおいても適合性の高いデザイ
ン服は分散したが，ポロシャツの適合性はやや高い評価を受け，スーツの適合性が低かった。
10 種類の限定したデザインでの比較にとどまったため，色・柄などの詳細な検討までの情
報までは難しかった。ただし，男性の場合は女性とデザインの種類が少ないため，より体型
と着用するデザイン服の適合性による似合い度への影響は強いとも考えられた。 

4-5 研究Ⅱでの 3 次元人体着衣時の歩行の動作と衣服気候内の熱水分をダイレクトに移動さ
せる衣服換気に関する成果 

 1) 高齢者模擬歩行では肩峰の高さが低くなり（-7.2±4.7 cm, p<.01），高齢者の典型的な円背姿
勢が模擬でき，高齢者模擬歩行時の少ない歩行率（88.0±7.5step/min）や小さい歩幅長（39.9±3.2cm）
は若年者歩行時に比べて速度を大きく低下させ（61.7±9.6 vs.35.0±1.9 m/min, p<.01），高齢者歩行
時の上腕角度変位（31.6±5.8 vs.18.2±7.1 deg, p<.01）と前腕角度変位（39.6±6.6 vs.22.6±3.7 deg, p<.01）
も若年者歩行時より小さかった。さらに，体幹の回旋（14.8±6.6 vs. 15.8±7.8 deg, ns）に差はない
が，左右移動幅（6.0±1.5 vs. 11.3±3.2 cm, p<.01）には両者間の差は大であった。高齢者特有の歩
行要因含む模擬実験を若年者によって実施可能であることを確認した。2) 若年者歩行時では，
フィットしたブラウスに比べてゆとりのあるブラウスの衣服換気量が躯幹部（p=.07）と上肢部
（p<.01）で多かった。高齢者歩行時では，いずれの部位の衣服換気量もゆとり量による差はみ
られなかった（Fig. 6）。高齢者歩行では，屈曲型姿勢で a)上昇気流が上部開口部から排出される
煙突効果が少ないこと，b)
風を受ける面積が小さい
ことから素材布の通気に
よる換気が少ないこと，ま
た，c)歩行動作が遅くて腕
振りが小さいことからポ
ンピングによる換気が少
ないことなどが推定され
た。若年者衣服の設計にお
いて熱水分移動を促進す
るためには，適当なゆとり
量を加えることが効果的であるが，高齢者衣服の熱水分移動を促進するためには，素材の通気性
や開口部を重視すると共に，着衣調整の負担を少なくして容易に着脱できることが重要である。  

4-6 研究Ⅱでのブラウスを用いた動作時の着衣姿勢時の着装評価での成果 
専門業者による上腕部のリフォーム方法による正面からの外観に関して，オリジナルとの大

差はなかった（Fig. 5）。2)11 カ所の評価部位のゆとり感の平均値を比較した結果，着用直後の評
価はオリジナル 3.01，リフォーム 3.72 で，リフォームの方がゆとりを感じていた。パソコン業
務 30 分後の評価では，オリジナル 2.82 に対してリフォーム 3.50 の変化は認められるが，リフ
ォームでは業務後もゆとり感が継続した。評価部位別の結果，オリジナルでは，首周り，肩幅，
二の腕がきつく，さらに上腕をあげて掃除する姿勢を 5 分間行った場合は，肩幅に加え，肩甲骨
付近のきつさを感じていた。また被験者により，着丈，袖丈が短くなり，ヒップもきつくなった
との評価もあった。全般にリフォームの方が高評価を得た結果からは，デザインも考慮したゆと
り設計をすることで，一般的なオフィス用ブラウスでも負担を軽減し，着心地とデザインを融合
した心身共に満足できる衣服設計の示唆を得ることができた。 

 人にやさしい心身満足衣生活支援のための未来型３次元衣服融合情報の予測システム開発を
するための，3 次元衣服設計のための仮想 3 次元人体モデル生成から衣服試着による心身満足の
ための適合性による似合い度を究明すると共に，衣生活支援のためには現実の着心地に関する
情報も歩行動作時の実験とデザイン設計による満足に関しての追求を試みた。今回 COVID-19 感
染による高齢者による実験，および計画した３次元衣服融合情報の機械学習を利用した分析の
プログラム作成などが，出張などの規制により途中までとなった。今後さらに継続した分析を続
けて行く予定である。 
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Fig. 6 衣服のゆとり量が歩行時の衣服換気量に及ぼす影響 

Fig. 4 成人男子の仮想試着例 
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